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くにえ通信 
                

■６月定例会報告  

 緊急事態宣言が解除された後とはいえ、まだまだ予断を 

許さない状況下での定例会開催となりました。 

効率的な議会運営を目指し、一般質問時間の短縮等を実施

しました。 

なお、所属する総務常任委員会では、 

◎新型コロナウイルスに係る対応状況 

◎鎌倉市教育大綱の改定などが報告されました。 

新型コロナウイルスについては、これまでの市内の感染者

状況に対応する情報提供や周知の在り方、また医療従事者と

のきめ細やかな連携について要望しました。 

また緊急事態宣言下で市役所では職員数を絞りこみ業務を

行う BCP体制をとっていました。 

BCP体制下の市民サービスへの影響や、今後同様の状況に 

なった場合の職員体制について検証するよう求めました。 

また平成 27年度に策定された鎌倉市教育大綱は第二期に入

りました。教育大綱は、鎌倉市の教育や文化振興に関する根

本方針となるものです。 

第二期においても青少年支援への積極的な取組を継続する

よう求めました。（第一期においては重点施策となっていたの

ですが、第二期では重点施策としてとりあげられていません）   

一方、第二期の重点施策の「学校運営に地域の声を積極的

に生かし、地域と一体となった特色ある学校づくり」では実

質的な取組を求め、また今後実施予定の国際教育・科学技術

等の先端的の教育実施については一部にとどまらない、全市

的な展開を求める質疑を行いました。 

 

 

 

 今年度も引き続き議長をつとめさせていただくことになりました。どうぞよろしくお願い

いたします。 6月定例会冒頭では、副議長選挙、監査委員の選出が行われ、新たに西岡副議

長、山田監査委員が選出・選任されました。 

 昨年度と同様、新型コロナウイルスに対応する議会災害対策会議を実施しながらの定例

会・臨時議会となりました。災害対策に目配りしながら、行政の方向性を検証すべき機関が

議会。その役割を改めて重く捉え、今任期の最終年度も務めていきます！ 
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鎌倉市議会議員 久坂くにえ 第 65 代鎌倉市議会議長 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０４６７-４７－１９０５ メール：kusakakunie@gmail.com  

ＨＰ （アドレス変更になりました）55kusaka.sakura.ne.jp   FB,TW 更新中！ 

プロフィール＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

家族：夫、長男（公立中１）長女（年長） 聖心女子大学文学部英文学科卒業  

旅行会社海外営業・国内外ＩＴ会議手配プロデュース社を経て 2005 年初当選 

現在 4 期目 全国市議会議長会・地方行政委員会副委員長や、副議長・監査委員・教育こどもみ

らい、観光厚生常任委員会各委員長 決算特別委員会委員長など歴任  

鎌倉のヴィジョンを考える会、総務常任委員会所属  

出産議員ネットワーク、子育て議員連盟所属  

 

 

■7月臨時議会開催 

 文部科学省初等中等教育局専門官の岩岡さんを教育長に任用する人事議案が議会に提案さ

れ、賛成多数で同意されました。 

 今後鎌倉市で展開される GIGAスクール、コミュニティスクール等の施策を力強く推進する

ことを期待します。 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

また、新型コロナウイルスの対応経費に掛かる補正予算も提案されました。 

 新生児とおなかの中のあかちゃんのための特別給付金、オンライン相談、GIGAスクール対

応タブレット端末、災害備蓄品、鎌倉応援買い物・飲食クーポン事業などが盛り込まれた内

容です。 

同クーポン事業に対して、数多くの質疑が行われました。 

クーポン事業はコロナ渦にある中小企業の支援としての要素が強いにも関わらず、周知手

法が従来と同様であり、参加店舗の確保等について制度設計に弱さのあること等が質疑の中

で明らかになりました。現時点での事業実施は難しいと判断し、同事業について全額減額す

る修正議案に賛成しました。なお、同修正議案は議会全会一致で可決されています。 

ちなみに 6 月末まで実施された中小企業家賃支援補助金は申請数、給付金額が見込みを大

きく下回りました（予算約 12 億円中、約 4 億円の執行）。事業着手が迅速だったことは評価

するものの、制度設計や運用について再考の余地があったのではないでしょうか。 

クーポン事業が、この家賃支援補助金制度の補完策として実施されるならば、より確実な

制度設計が必要と考えます。 

当初予定されていたクーポン事業開始は１１月。制度の速やかな再構築の検討を求めてい

ます。 

■参議院議長に要望提出 

 202030（2020年までに女性登用を 30％進める目標）の 

未達は明らかとなっています。例えば 1750の全国市区 

町村議会中、女性議長は約 50人というマイナーぶり。 

先日表敬訪問した山東昭子参議院議長に、第 4次男女共同 

参画推進計画中の、政策・方針決定過程への女性の参画拡大 

並びに女性議長ネットワーク構築について要望しました。 

（右：参議院議長公邸で。撮影時のみマスクを外しています） 
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